Rolls-Royce Motor Cars
102EX – PHANTOM EXPERIMENTAL ELECTRIC
はじめに
「将来のロールス・ロイスの駆動に適した技術はなんなのか。それを検討するために、ロールス・ロイス・モーター・カーズでは、代替ドライブトレインの可能性を探求していきます。私どもが選択する代替ドライブトレインは、ロールス・ロイスの伝統を正しく受け継ぐものでなくてはなりません。当社の顧客およびロールス・ロイスというブランドにふさわしく、ブランドの持続的な未来のための足がかりを得られる技術でなければならないのです」　
トルステン・ミュラー・エトヴェシュ
ロールス・ロイス・モーター・カーズ　最高経営責任者（CEO）
このたび発表する102EXは、近年、ロールス・ロイス・モーター・カーズが進めてきた技術開発の積極的な姿勢を具体的に示したものです。102EXは超高級車セグメントにおける世界初のバッテリー駆動電気自動車であり、ロールス・ロイスのエクスペリメンタルモデル開発の長い歴史を受け継ぐものです。
ロールス・ロイス・モーター・カーズは、世界中の目の肥えたお客様のために自動車の世界における最高のラグジュアリーを体現する車を製造しています。一方で、未来に目を向け、ブランドの長期的かつ持続的な成長を図る必要性も認識しています。代替ドライブトレインを調査・検討することは、そうしたプロセスの重要なステップだと考えています。
ロールス・ロイスでは、「ファントム・エクスペリメンタル・エレクトリック」（ファントムEE）とも呼ばれるこの102EXを通して、既存のオーナーやエンスージアスト、メディアなどの代替ドライブトレインに関する意見や反応を幅広く募り、慎重に検討していきます。
2011年を通して、ファントムEEは「試験台」として、オーナーやVIP、メディア、エンスージアストの試乗用に提供されます。実際に代替ドライブトレインを体験してもらい、様々な意見、感想、懸念など率直な反応を直接的に得ることを目的としています。
ヨーロッパ、中東、アジア、北米の各地を巡るグローバルツアーで得られる調査データは、今後、ロールス・ロイス・モーター・カーズの代替ドライブトレインの開発における重要な資料として活用されます。
102EX の製品化は計画されていません。ファントムEEは、バッテリー駆動電気自動車の技術開発を目的に設計されたもので、代替ドライブトレインを巡る幅広い対話を促進する役割を担っています。
その中で例えば、「ファントムEEは頻繁に充電することなく十分な距離を走行することができるのか」「過酷な条件下でも問題なく動作するのか」「世界最高峰の自動車ブランドに求められる信頼性、品質の水準を満たしているのか」といった疑問の答えを求めていきます。
さらに、ファントムEEはより根本的な問いを投げかけます。つまり、「電動ドライブトレインは、乗る人にロールス・ロイスというブランドにふさわしい体験をもたらすことができるのか」ということです。
ロールス・ロイスにとってふさわしいのは、電動ドライブトレインなのか、あるいは他の代替技術なのか。その答えは、本年末にこのテストプログラムが完了したときにより明確になるでしょう。
102EX - ファントム・エクスペリメンタル・エレクトリック（ファントムEE）
時代を超越した価値は、再発明によってもたらされます。ファントムEEは、ロールス・ロイス・モーター・カーズのエクスペリメンタルカーの歴史における最新の1台であり、1919年の1EXにはじまる伝統を受け継ぐものです。
ロールス・ロイスのエクスペリメンタルモデルは、将来的な製品開発につながる新たなテクノロジーとそのアプリケーションについて評価、検討することを目的にしています。いわゆるコンセプトカーとは異なり、ロールス・ロイスのエクスペリメンタルモデルは常に全ての機能が実際に作動します。粘土や発泡体ではなく、ウッド、レザー、金属といった素材を用いて作られ、実際に運転することができます。
エクスペリメンタルモデルでは、新しい部品やエンジニアリング技法を提示するだけでなく、それらを実際に動かしてみて検討することができるため、エンジニアやデザイナーにとっては、現実に即した技術革新がしやすくなります。
こうしたエクスペリメンタルモデルの伝統に則った最新プロジェクトは、ロールス・ロイス・ファントムを使って始まりました。モダンで、完璧なプロポーションを持つファントムには、高度なテクノロジーと、伝統のクラフツマンシップが融合しています。
ファントムEEは、ファントムのすぐれた動力性能を支える革新的なアルミニウム・スペースフレームをベースとしており、乗員に安らぎを与える卓越した静粛性を備えています。
従来の6.75リットル、V12気筒の自然吸気ガソリンエンジン、6速ギアボックスに代わって、1つのリチウムイオンバッテリーパックと2つの電気モーターがリア・サブフレームに搭載されています。これらのモーターは、インテグレーテッド・ディファレンシャルを介してシングルスピード・トランスミッションに連結されています。
1基あたり145kWのパワーを出力するモーターによって、ファントムEEは290kWの最高出力と、幅広い範囲で得られる最大トルク800Nmを発生します。スタンダードのファントムでは、回転数3,500rpm時に338kWの最高出力、720Nmの最高トルクを出します。
ニッケル、コバルト、マンガンで構成されるバッテリーは、230Wh/kg前後の高いエネルギー密度があり、これは、充電1回につき十分な航続距離を実現する上で非常に重要です。発表前のテスト結果から、ファントムEEは1回の充電で200kmは走行できるとされています。スムースなトルク曲線のおかげで、静止状態から8秒以内で時速60マイル（約96km）に到達します（スタンダードなファントムでは5.7秒）。最高速度は時速160kmに制御されています。
ファントムEEは、GKL ++ セグメント（価格€200,000以上の超高級車）の車に電気モーターが搭載された最初の事例であり、このバッテリーパックは、通常の乗用車に搭載されたものとしては最大とされています。
今回のテストプログラムにおいては、技術の評価はとても重要な部分です。しかし、より根本的な目的は、ロールス・ロイスのオーナーが提起する質問に対する答えを見つけ出すことです。それは、充電1回あたりの走行距離や性能、充電用インフラストラクチャーなどを含め、ロールス・ロイスのオーナーが求める将来的なロールス・ロイス車のあり方を把握することです。
専用ウェブサイト（www.electricluxury.com）を通じて寄せられる顧客やメディア、関係者、エンスージアストらの反応は、ロールス・ロイスが最適なバッテリー技術を判断する上で重要な手がかりとなります。
これらのフィードバックに基づき、“ベストカー・イン・ザ・ワールド” の将来にふさわしいのは、100%電動のドライブトレインなのか、あるいはその他の代替ドライブトレイン技術なのかを検討していきます。
デザイン
「102EXは、空間や素材の使い方の探求というエクスペリメンタルモデルの本質を体現したすぐれたデザインコンセプトです。もしファントムを貫く美意識そのものに手を加えていたなら、このコンセプトは評価されなかったでしょうし、単にスタイリングをいじっただけだと受けとられることでしょう。実際には、102EXは、従来のロールス・ロイスの捉え方や、それを取り巻く様々な感情、価値観を問い直し、代替ドライブトレイン技術を探求した、真の意味でのエクスペリメンタルモデルなのです」 
イアン・キャメロン
チーフデザイナー
クラフツマンシップやディテールへのこだわり、そしてパルテノン神殿をモチーフにしたグリルや2011年に誕生100周年を迎えるマスコット「スピリット・オブ・エクスタシー」に代表される伝統のデザイン要素など、102EXには、そのベースとなったロールス・ロイス・ファントムの価値が受け継がれています。一方で、そのデザインの根幹にはエクスペリメンタルモデルの本質があります。それによって、ファントムをベースにしていながら、電気駆動であることをうかがわせ、試験台としての102EXの役割を裏づけるデザインになっています。
インテリアスペースや素材、トリム、照明などに取り入れた新しい試みが、102EXのデザインに従来のそれとは異なる雰囲気をもたらしています。これらの試みは、バッテリー駆動の電気自動車であるロールス・ロイス車102EXが実際にどのように使われるのか、また電気駆動を採用することでインテリアスペースやエクステリアの仕上げがどのように変わるのか、といった機能性、実用性を考慮して取り入れられています。当然ながら、これらはすべて、ロールス・ロイスらしさを損なわない形で行われています。
アトランティック・クロームのエクステリア
デザイン上の大きな変更を加えることなく、ファントムEEを一見してスタンダードのファントムとは違う車に仕上げることは、デザインチームにとっての課題でした。ファントムには45,000色ものエクステリアカラーの選択肢があり、そのすべてが特別な1台であることを考えると、これは容易な作業ではありませんでした。
多岐に渡るリサーチの結果、サーマミックのナノ粒子を使った反射塗料があることが判りました。この塗料は、顕微鏡で見るとシルバーメタルに似た色味ですが、その粒子は人間の髪の毛の太さの8,000分の1から80,000分の1と微小で、通常のメタリック塗料の粒子と比べても、1,000分の1という細かさです。
テストを経て、塗布する対象が大きければ大きいほど仕上がりが良くなる、という結果にデザインチームは感銘を受けました。しかし、チームは、自分たちの仕事がここで終わりではないと分かっていました。
最終的に、計16層の塗料が塗り重ねられ、そのうち4層はアトランティック・クロームが用いられています。仕上がりを完璧なものにするために多くの時間が費やされました。結果は素晴らしいものでした。張りのある輪郭のはっきりとしたラインは、まるで塗りたてのようなつややかな印象を与えます。光の当たり具合によってその特徴はより際立ちます。
光るスピリット・オブ・エクスタシー
102EXの発表と共に、2011年は、ロールス・ロイス・モーター・カーズの歴史にとってもう一つの大きな節目の年です。1911年2月6日、チャールズ・サイクスがデザインした「スピリット・オブ・エクスタシー」が初めて登録され、その後の100年間、このアイコンは、伝説的なシルバー・ゴースト、20世紀のシルバー・クラウド、シルバー・シャドウから今日の手作りのファントムやゴーストの各モデルに至るまで、ロールス・ロイスのボンネット上に立ち続けたのです。
ファントムEEのスピリット・オブ・エクスタシーは、エクスペリメンタルモデルを示す赤い2つのRを重ねたエンブレムの上、ラジエーター・グリルの先端に取り付けられています。ステンレス・スチールではなく、マクロロン（ポリカーボネート樹脂）でできており、ボンネットの下のテクノロジーの存在をうかがわせるように、青いLEDライトで照らされます。この美しい像は、ウェブサイト（www.electricluxury.com）のグラフィックにもなっています。このウェブサイトを通してロールス・ロイス・モーター・カーズは、エンスージアストやメディア、その他一般からの意見を募り、ラグジュアリーカーと電気自動車を巡る対話をオンライン・コミュニティでも展開していきます。
インテリア・ディテール
エクステリアカラーと調和したアトランティック・クローム仕上げのダッシュボードの文字盤は、インテリアとエクステリアの間に統一感をもたらしています。文字盤のアナログ表示は、すべてのファントムに共通する時代を超えたスタイルを受け継いでいます。
その他の変更点は、ファントムEEの進化を反映するものです。例えばいくつかのダイヤルは、電気自動車の運転に必要な情報を表示するためデザインを変更しています。なかでも、燃料メーターはエレガントなバッテリー充電インディケーターに取り替えられています。
すべてのロールス・ロイス ファントムに共通するユニークな特徴が、スピードメーターの横に取り付けられたパワーリザーブメーターです。このメーターは、ドライバーが使うことができるV12エンジンのパワーがどれだけあるかを示しています。ファントムEEではこのコンセプトをさらに一歩進めています。
それは、回生エネルギーを示すシンボルで、スタンダードのファントムの通常の100％ラインを越えて表示するものです。蓄えられたエネルギーの量に応じて、車両が走行中に再充電される電気エネルギー量が表示されます。
エクステリアの充電装置
充電は、ファントムに通常のガソリンを補給する方法に代わって、プラグと5連ソケットによって行います。通常のガソリン注入用のキャップに代わって、R/Rのロゴと102EXのモチーフが描かれた透明のウィンドウが装着されています。リアに取り付けられたこのウィンドウには、充電の状態を表示する3色のLEDが取り付けられています。
充電をスタートする際、ソケットは青色に光ります。充電が開始されると、ソケットの色が点滅します。充電が完了すると、緑色の表示に変わり、ソレノイドが取り外されると、緑色が点滅します。充電のやり方が間違っている場合には、赤色の点灯、あるいは赤色の点滅で知らせます。
充電を途中で止める場合は、プラグの横に付いているスイッチを押します。インダクション充電時などには、センターコンソールの下にあるコントローラーで車内からもこの操作をすることができます。
センターコンソールのディテール
ファントムEEを識別する方法のひとつは、中央のアームレスト下のセンターコンソールに配されたスイッチとディスプレイです。充電を始めたり、止めたりする場合には、このスイッチを使います。ディスプレイには、LED照明で照らされたバッテリーマークのプレートが組み込まれています。
このバッテリーマークは、エクステリアの充電装置と連動し、充電の状態によって色が変わります。青く点灯したマークは、車が通常の充電をしていることを示しています。一方、青色の点滅は、インダクション充電が始まったことを示しています。緑色の点灯はバッテリーが完全に充電されたことを示し、赤色の点灯はシステムエラーの可能性知らせるものです。
コリノバ・レザー
「私たちは、ロールス・ロイスという自然の美しさを持った製品を作ることに誇りを持っており、その品質はどこにも負けないと自負しています。“シートン・コリノバ”は、試験的に植物でなめしたレザーであり、ムラやしわといった動物の生活の名残りをより自然に留めています。それは、ロールス・ロイスのインテリアとはどうあるべきか、という私たちの考え方を一歩進めた共感のプロセスでもあるのです。この点は、102EXのグローバルツアーでもオーナーの興味をひくことでしょう。」
 アンドリュー・モナハン
レザー工房　ゼネラル・マネージャー 　
1台1台のファントムのインテリアには、その車だけにしかないユニークな木目や模様を持つウッドが使われています。グッドウッド工場から出荷されるロールス・ロイスは、そのオーナーの指紋と同じくらいに唯一無二の個性が織り込まれており、オーナーにとっては一層重みが増します。ファントムEEではこのコンセプトを更にもう一ステップ先に進めています。
ファントムEEのインテリアに使われるレザーは、自然の植物で皮をなめすコリノバという工法で作られています。これによって、ファントムEEのシート、フロア、アームレストに新たな命が吹き込まれるのです。
自動車に用いられるレザー製品のほとんどはクロムなめしです。この方法は、動物の皮を安定させ、コラーゲンを革の繊維質の中に移す作用を果たします。ファントムのインテリアレザーを染めるために使われるドラム染色では、豊かな色味で均一に染め上げることができ、自然な風合いと革の柔らかさが保たれます。
試験的に植物でなめしたコリノバは、クロムが一切使われていない点が大きな特徴です。なめしの工程は、グルタルアルデヒドの準備から始まり、南ヨーロッパ産の栗のエキスと、南米産のタラの木の果実を破砕したタラの粉を使って、ドラムを回転させる方法で染色します。これらの果実は樹木にダメージを与えることなく採取され、天然の結合剤とハイテク・ポリマーを用いて製品が完成します。
このプロセスは、特定のアースカラーにのみ適しています。ファントムEEでは、シートカバーには栗色、フロアやトランク内のライニングなどの場所にはケブラコ・ブラウンを使っています。また両方とも、耐久性に優れたサドルレザー製です。
見た目の違いだけではなく、コリノバ・レザーには、いくつかのより実用的なメリットがあります。コリノバ・レザーでは、標準的なクロムなめしレザーで使われるよりも仕上げ塗料が少なくてすみ、また、廃棄物の量も抑えられます。石油精製品を使用しないため、更に開発が進めば、農場の土壌に酸素を与えるためにリサイクルされたコリノバ・レザーが使われるようになるかもしれません。
ロールス・ロイスでは、ファントムEEに大いに疑問の目を向けていただきたいと思っています。見た目が最初の印象を左右することも理解しています。シートやアームレストには、通常生産のファントムのインテリアよりも鮮やかに動物の生活の痕跡が見てとれます。従来のファントムのインテリアレザーの贅沢な仕上げとの違いは、あるオーナーにとっては妥協と映るかもしれません。しかし、他のオーナーは、1台1台のロールス・ロイスをより個性的で特別なものにする特徴として歓迎してくれるものと考えています。
こうしたオーナーからのフィードバックをきちんと読み取ることに加えて、グローバルツアーで数ヶ月間実際に使用した後に、レザーの耐久性と性能を評価する予定です。
インテリアのパネル
ファントムEEのインテリアを見ると、1台1台に個性を与える従来の伝統的なウッドの組み合わせから脱却していることが分かります。インテリアの雰囲気を高めている特徴的なアルミの模様は、濃い色味のナチュラルレザーと鮮明なコントラストを見せています。コリノバ・レザーと同様に、ここでもロールス・ロイスのインテリアデザインのあり方についての伝統的な見方に疑問を投げかけることを目的としています。
バッテリーパック
ファントムEEのバッテリーは、乗用車に搭載されるバッテリーとしては世界最大とされています。最大電流850Aを338V DCで発生し、総容量は71kWhです。
バッテリーパックは、大型のNCMパウチセルで構成されています。NCM（リチウム・ニッケル・コバルト・マグネシウム酸化物）は、リチウムイオン構造の一種で、特に高いエネルギー密度と出力密度を持っています。
ファントムEEのバッテリーパックには、38個のセルのモジュールが1つ、36個のセルのモジュールが1つ、10個のセルのモジュールが3つ、8個のセルのモジュールが1つ、4個のセルのモジュールが1つと、全部で5種類のモジュールが、イレギュラーな形のユニットの中で様々な配向で配置されています。これは、ちょうど、従来のエンジンとギアボックスの全体の形状と似ています。
96個のセルは、モジュールに組み立てられる前に、その特性と容量を個別にテストします。さらにサブアッセンブリの段階で、個々のセルが繋がった形で所定の性能を出せるかどうかを負荷をかけて検査します。
セルのグループ毎に付いている電子センシングユニットは、組み付けられる前に試験測定され、厳密な温度サイクル分析の工程を通して不良部品の欠陥を検査します。スイッチ類やコントロール・ギアを内蔵したメインの電子装置は、他の構成部品とは別にテストを行い、正常な動作を確認しています。
バッテリーには3基の別個の充電ユニット（各3kW）が繋がれ、単相（20時間）あるいは3相（8時間）での充電が可能です。これは、乗用車用のバッテリーとしては独自のものです。さらに、ファントムEEでは実験的に、無線充電用として4番目の誘導チャージャーも搭載しています。
ファントムEEのバッテリーパックの寿命は、毎日使用した場合で3年以上と想定されています。しかし、今後のテストプログラムでは、実際の使用環境下でこの想定を検証し、バッテリーの耐用年数に関してより確かな回答を得ることも目的の一つです。
インダクション充電
電気自動車に関して、都市部の充電インフラストラクチャーが整備されていないことは様々な形で指摘されています。また、電気自動車に対する批判の矛先は、充電時に電源と車両を繋ぐ長い接続ケーブルの不便さにも向けられています。
ロールス・ロイスのオーナーに、こうした問題の解決策を提示するために、ファントムEEは、インダクション充電と呼ばれる技術を実験的に導入しています。この技術によって、物理的に電源に接続しなくても車への充電が可能になります。これはオーナーにとっては利便性が向上するとともに、充電施設のネットワークを構築できる可能性を示唆しています。
インダクション充電は主に2つの要素で構成されます。ひとつは、主電源から電力を供給するため地面に設置されるトランスファーパッドであり、もう一つは、ファントムEEのバッテリーパックの下に搭載されているインダクションパッドです。これらの伝送パッドを通じて電力周波数が磁気的に連結されます。
このシステムでは、主電源からバッテリーへの伝送効率はおよそ90％で、停車位置の多少のずれにも対応しています。充電する際、送電パッドとファントムのレシーバーパッドの位置が正確に一直線に揃っていなくても充電が可能となります。これらの送受電パッドは400mmの距離で電力を送ることができますが、ファントムEEでのパッド間の間隔は約150mm（15cm）です。
結合回路は補償コンデンサを通して調整されます。レシーバーパッド内の受電コイルはプライマリー・コイルに電磁的に結合され、並列コンデンサを使って受電コイルをプライマリー・コイルの動作周波数に合わせることで電力が伝送されます。
受電コントローラーは、受電パッドから電力を取り出し、制御された出力をバッテリーに供給するという重要な役割を果たします。このシステムでは、パッドの間の負荷と距離に影響されずに出力を供給することが重要ですが、このコントローラーがないと、パッド間の間隔が狭まると電圧は上がり、負荷電流が増加すると電圧は下がってしまいます。
送電パッドは、磁場を保護して近くにいる人へのEMIの放出を防ぐよう設計されています。このため、システムは国際的に合意された範囲の中できちんと作動できるのです。
電気自動車とロールス・ロイスの創始者たち
チャールズ・ロールス、ヘンリー・ロイス、そしてクロード・ジョンソンの3人は、自動車のエンジン技術の主流である内燃機関の確立を先取りして、電気技術の革命にそれぞれの役割を果たしていました。
ヘンリー・ロイスは、自動車製造に乗り出す以前から、既に熟達した電気技師としてのキャリアを築いていました。
1890年代に電灯や電鈴の販売から始まったロイスの会社F. H. ロイス社は、発電機、電気モーター、産業用クレーンなどの設計・販売で成功を収めました。ロイスの多くの発明の中には、現在でも使われている電球差込型ソケットの特許があります。
ロイスの取引先の一つに、英国ミドルセックスのフェルサムに本拠を置くプリチェット＆ゴールド社がありました。同社は、蓄電池の製造のかたわら、2シーターの電気自動車を開発しており、少なくともそのうちの1台の動力源にはロイス社の電気モーターが使われていました。
チャールズ・ロールス卿もまた、ロイスと出会う何年も前から電気自動車に関心を持っていました。彼は、ロンドンのコンジット通りにあった自身の会社C. S. ロールズ社を通じて、電気自動車の販売権を取得する交渉をしていました。このC. S. ロールズ社は後にロールス・ロイス車の専売権を得ます。
ロールスが販売権を取得しようとしていたこの車が、パリス・シンガーとクロード・ジョンソンによる合弁会社であるシティ＆サバ―バン電気自動車プロジェクトのものであったと思われます。このプロジェクトは長くは続かず、ジョンソンは、急速に事業を拡大していたロールスの会社に参加するためにこの会社を退社しました。ジョンソンは後にロールス・ロイス社の社長を務めることになります。またジョンソンは、ロールスとロイスを引き合わせ、ロールス・ロイス社の成功に重要な役割を果たしたことから、社名の「Rolls-Royce」の間のハイフンは彼を表していると言われるようになりました。
チャールズ・ロールスは、電気駆動のドライブトレインの利点を認め、さらには充電1回あたりの航続距離の問題を予見して解説したという記録が残っています。彼は、コロンビアという名前のモデルがこのタイプでは最もよくできているとして、オートモビル・ジャーナル紙に次のように語っています。
「この車は完璧なまでに静かでクリーンです。匂いや振動はないし、固定充電設備が整えば、街中で使うにはとても便利な車です。ただ、郊外ではあまり実用的ではないでしょう。少なくともしばらくの間は。」
後に、ロールス・ロイスのガソリン車が初めてアメリカに輸出された際、現地の当局者は、エンジン音がほとんど聞こえないそれらの車が電気自動車ではないことがとても信じられなかったようです。
21世紀の今も、その伝説的な静粛性は、ロールス・ロイス車の大きな特徴として知られています。電動ドライブトレインのその他の特質も、ロールス・ロイス車の魅力として知られた特徴と通じるところがあります。低速走行時の駆動力もその一つです。
バッテリー技術の進歩のおかげで、100年以上も前にロールスが懸念した実用性も現在では十分に改善されており、100%電動の自動車を検討する環境は整っています。
ここで、21世紀の顧客、エンスージアスト、メディアが提起する問題を投げかけてみましょう。
ラグジュアリーな電気自動車 ― それはラグジュアリーカーの理想形か？あるいは、ロールス・ロイス・モーター・カーズにふさわしくない妥協なのか？
www.electricluxury.com
技術仕様
ドア/ 席数
4/5（オプションとして4）
全長
5,840 mm
全幅　
1,990 mm
全高（空車時）
1,638 mm
ホイールベース
3,570 mm
回転直径
13.8 m
トレッド（前）
1,687 mm
トレッド（後）
1,671 mm
肩位置での車幅（前）
1,509 mm
肩位置での車幅（後）
1,431 mm
レッグルーム（前）
1,028 mm
レッグルーム（後）
1,109 mm
ヘッドルーム（前）
1,051 mm
ヘッドルーム（後）
979 mm
トランク容量（DIN規格）
460 ltr 
空車時重量（DIN規格）
2,720 kg
車両総重量
3,030 kg
最大積載量 
300 kg
最大軸重（前）
1,473 kg
最大軸重（後）
1,548 kg
最高出力
290 kW
トルク
800 Nm
バッテリー:
構成

　NCM (リチウム・ニッケル・コバルト・マンガン酸


化物)リチウムイオン
セル数
96 （パウチ形状）
容量
71kWh
バッテリーパック重量
640 kg
ピーク電流
850アンペア時に330 kW 
公称電力
388V DC
充電時間（推定）
単相20 時間 / 3相8 時間
トランスミッションタイプ
シングルスピード6:5:1 

（インテルグラル・ディファレンシャル付）
ステアリング・タイプ
EHPSラック・アンド・ピニオン、速度感応式

伝達ギア比可変機構付き電動パワーステアリング
ブレーキ
フロント / 直径
ベンチレーテッド・ディスク/ 374 mm / 14.7 in
リア / 直径
ベンチレーテッド・ディスク / 370 mm / 14.6 in
空気抵抗係数
0.37
空気抵抗係数ｘ投影面積
1.041㎡ 
最高速度
160 kph (制御)
加速 （0-60 mph）
8 秒以内
CO2 排出量 
なし
タイヤ（前）: 
グッドイヤー EMT 255/50 R21 106W
タイヤ（後）: 
グッドイヤー EMT 285/45 R21 109W
ホイール（21インチアロイ）
ホイールサイズ（前）: 
8インチｘ21インチ
ホイールサイズ（後）: 
9.5 インチｘ21インチ
12ボルトバッテリー容量/搭載場所：
　90＋70Ah /トランク内
問い合わせ先
· 下記のロールス・ロイス・モーター・カーズ　プレス向けウェブサイト“プレス クラブ”（英語版のみ）から、ロールス・ロイスのプレスリリースやプレス用資料、高解像度画像をダウンロードしていただけます。
URL: www.press.rolls-roycemotorcars.com
· また、以下のアドレスからロールス・ロイス・モーター・カーズの最新の動画にアクセスすることも可能です。
URL:
www.thenewsmarket.com/rolls-roycemotorcars 
e-mail:
journalisthelp@thenewsmarket.com
アジアパシフィック
Hal Serudin

+65 6838 9675

hal.serudin@rolls-roycemotorcars.com
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